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August

September

April

May

June

  2日（水） 入学式 
  3日（木）～5日（土）・7日（月） ガイダンス 
  8日（火） 前期授業開始 
12日（土） 健康診断 
14日（月） 履修登録終了 
22日（火） 讃仏会 
30日（水） 休講 

  1日（木）・2日（金） 休講 
14日（水） 讃仏会 

  9日（月） 讃仏会 
13日（金） 保護者教育懇談会〈石川〉 
14日（土） 保護者教育懇談会〈富山〉 
22日（日） オープンキャンパス， 
　　　　  保護者教育懇談会〈本学〉 
 

  8日（火） 讃仏会 
21日（月・祝） 通常授業 
26日（土）・27日（日） オープンキャンパス 
28日（月）～8／4日（月） 前期試験 
 

  5日（火）～9／25日（木） 夏期休業 

14日（日） オープンキャンパス 
16日（火）～18日（木） 成績通知 
26日（金） ガイダンス 
29日（月） 後期授業開始 

  3日（金） 履修登録終了 
10日（金） 休講 
11日（土）・12日（日） 世灯祭 
15日（水） 讃仏会 

  3日（月・祝） 通常授業 
  8日（土） 入試 
18日（火） 讃仏会 
24日（月・祝） 通常授業 

  8日（月） 讃仏会 
13日（土） オープンキャンパス 
27日（土）～1／8日（木） 冬期休業 

14日（水） 讃仏会 
17日（土） 入試 
27日（火） 卒業研究発表会（休講） 
28日（水）～30日（金） 休講 

  2日（月）～10日（火） 後期試験 
 

12日（木） 成績通知〈4年〉 
16日（月）～18日（水） 成績通知〈1～3年〉 
19日（木） 学位記授与式 

（注）１．学年暦は、事情により変更することがあります。その場合は、掲示で

　　　  お知らせします。 

　　２．学生のみなさんへの通知や連絡は、すべて掲示で行います。毎日必

　　　  ず学生掲示板を見るようにしてください。 

３．家族や友人などからの電話による呼び出し・照会はできません。 

４．讃仏会は、１２：０５～１２：２０衆会ホールにて実施します。実施日の 

　 ２限目の授業は１２：００に終了、３限目の授業は１３：０５に開始します。 

2008　仁愛大学　学年暦 
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新たに始まる大学生とし

ての学業と生活は、みなさ

んにとって、これまでとは

大きく違ったものとなるで

しょうし、またそうならね

ばなりません。

そのいちばんの違いは、

簡単に言えば、みなさんが

これから学ぶ学問と、学生

として活動する生き方を、

高校生までのいわばお仕着

せのものとは異なり、基本

的に各自が自由に選び、求

めることができるというこ

とです。それにはまず、自

分の関心がどこにあり、自

分が何を学びたいのかを自ら見きわめて行かねばならず、

また自分が何であり、いかに生きるかをも、自ら探り、

見出していく必要があります。ここでは自発性と創造性

が大切であることは言うまでもありません。

自由ということは、自分の好き勝手に振舞ってよいと

いうことでは決してありません。ほんとうの自由とは、

自分自身で自らの関心や目的、自分の生き方やあり方を

見出し、実現していくこと、つまりは自立あるいは自律

ということなのであって、当然そこには責任と課題が伴

っているのです。

みなさんがこのような意味をよく理解し、それぞれが

各自の目的と生き方を見出し達成できるために、大学は

できる限りのサポートを惜しみません。これらを活用し、

充実したそして有意義な学生生活を享受されることを、

私は心から願っています。

仁愛大学　学長 

薗 田  坦  
その　　だ　　　　たん  

IN-AI UNIVERSITY
新入生のみなさんへ 
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―
自
ら
の
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き
方
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探
求
す
る
た
め
に
。
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学園長 

創立者 　　了教 

　　すみ 

建学の精神 
仁愛学園創立のこころ 

　　了滉 

◎学園の創立と敬田院
きょうでんいん

仁愛学園の歴史は1898（明治31）年に設立された婦人仁愛会教園

に始まる。創立者禿了教は、当時の日本が物の豊かさの追求に走る

あまり、人間としての大切な心を失っていく風潮を憂い、次の２点

を柱にして学園を設立した。

まず第１は、すべての生命の尊厳と連帯に目覚める宗教的情操を

基盤として、和の社会実現への意欲を持つ人材を育成する。第２は、

西欧と比べて著しく遅れている女子教育の現状にかんがみ、知性的

な女子の教育から開始する。

この２つの柱は、了教の留学体験から生れたものである。当時の

日本は欧化万能、物質文化偏重に流れ、日本の文化が培
つちか

った美風を

見失いつつあった。了教は欧米そのものを知らず、その文化基盤も

調べずにただ批判することは間違っていると考え、２年間留学。主

としてロンドンに滞在し、東洋学、宗教学の権威、オックスフォー

ド大学のマクス・ミュラー博士に師事した。

そこで養われた世界的視野のもと、彼は日本の聖徳太子がすでに、

宗教的情操を基盤とする教育と福祉を、政治の根本に置かれたこと

の偉大さを発見した。具体的には太子が四ヶ院、即ち、敬田
きょうでん

院（大

いなるものを敬う心をベースとした教育施設）、悲
ひ

田
でん

院（身寄りの

ない老幼の収容施設）、療
りょう

病
びょう

院（貧しい人のための医療施設）、施
せ

薬
やく

院（薬草栽培所）を国政の最重要事として置かれたことである。

帰国後、了教は長女すみと共に太子の廟に詣で、四ヶ院のうち、

敬田院と悲田院に相当する事業を福井の地で展開するために、一生

を捧げる決意をした。このうち敬田院に当るものが婦人仁愛会教園

であり、本学園の始まりである。

ちなみに悲田院に当るものは、福井育児院として同じく1898年に

開設された。

◎仁愛という学園名について
「太子のご理想だった仁

じん

愛
あい

兼
けん

済
さい

の美徳を養うために」敬田院とし

て、本学園を創立したことを了教は書き記している。仁愛兼済とい

う言葉は、大無量寿経という経典の一節であるが、本学園では次の

ように受けとめている。

「仁」は支え合う望ましい人間関係、「愛」は人間のみならず、

すべての生命を敬愛する共生の認識、「兼済
かねてすくう

」とは、仁愛の自覚に

よって自己のあるべき姿を確立すると同時に、他者のために働き出

す実践の大切さを意味している。四ヶ院のうち敬田院は自己のある

べき姿発見の場、残り３院は他者のために働く場とも見られ、創立

者は、四ヶ院の事業に仁愛兼済の精神を重ねて、太子の理想と受け
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建学の精神 

　　了信 前学園長 

とめたものと思われる。

かくして本学園は仁愛兼済の自覚と実践を期し、「仁愛」を学園

名として発足した。

◎四恩
しおん

について
本学園創立当初の学則によれば、「本校は四恩報尽のために明治

31年４月創立したるもの」という言葉で始まっている。仁愛兼済、

すべての生命の連帯と尊厳に目覚めて活躍するエネルギーを日日新

たに生み出すために、その源として大切にしたのが四恩であった。

四恩を出発点とすることであった。学園では創立以来、毎朝「今日

一日のつつしみ」という５ヶ条のつつしみを唱和してきたが、それ

も「今日一日、四つの恩を忘れず……」で始まっている。

四恩とは、私を私たらしめている見えない働き、お蔭さまを４つ

の視点から味わうということである。

第１の視点、親・祖先とのつながり、いのちの深さ。私を生んだ

２人の親、４人の祖父母、８人の曽祖父母というふうにさかのぼる

と、この私を私たらしめている働きは、無限のいのちの背景を持っ

ていることに気づく。第２の視点、人々とのつながり、いのちの広

さ。無限の祖先を支えたまわりの人々の働きは更に無限である。１

枚の紙、半切の布にも、どのくらい多くの人々の苦労の歴史を秘め

ていることか。第３の視点、自然とのつながり、いのちの重さ。そ

の無限の人々のいのちを支えた自然のいのちは更に更に無限であ

る。１粒の米にもいのちがあるとすれば、私は１日にどれだけのい

のちの提供を受けていることか。その広がりと歴史を思うこと。第

４の視点、大きな寿
いのち

とのつながり、いのちの尊さ。祖先、人々、自

然の働きの底にあって、すべてのいのちをそのものとして輝かそう

とする、いのち自体の願い、あるいは宇宙を貫く理法としか言いよ

うのない大きな寿
いのち

の働きを仰ぐこと。その働きを古代インド語でア

ミターの働きと呼んでいる。

この４つが重なり合い、支えあっている具体的姿が個々のいのち、

この私の姿である。本学園の建学の精神たる「仁愛兼済」の実践は、

この４つの視点から、深く、広く、重く、尊い関係存在としての人間

の発見を基盤としている。単なるヒトではなくて人間の自覚である。

◎学園是
ぜ

（和敬
わぎょう

・精進
しょうじん

・反省
はんせい

）
仁愛兼済の実践に当って、本学園では和敬・精進・反省を日日の

鏡としてきた。

和敬
わぎょう

（お蔭
かげ

さま）四恩は前述のように、目に見えない無限の働き、

お蔭の発見である。限りなく生かされ合っている生命の事実の自覚

である。蔭の大きさに気づくことは、それだけ自分が大きく豊かに

人々と和していくことであり、蔭の働きを無視することは、自分の

都合しか考えない、閉鎖的、孤立的存在へ、自らを追いやることで

ある。

精進
しょうじん

（させていただく）蔭の働きのわからない人は毎日がつまら

ない。不満である。お蔭さまがわかれば、逆に張りあいが出てくる。
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持っている力を惜しまず「させていただこう」という積極的な気持ち

が自然にわく。この積極性が自分を育て、自分を輝かすのである。

精進の精という字は、自分の最も自分らしい個性・特質ということ

であり、進はその個性・特質を輝き出すために努力するという意味で

ある。

◎反
はん

省
せい

（すみません）
この心は他人に叱られての詫び言葉ではなく、「お蔭さま」を感

じたとき自然に出てくる素直な心である。生き方の自己点検であり、

明日への新たな取り組みを生み出すエネルギー源である。

前学園長禿了信は死の床にあってなお、「和敬・精進・反省を高

く掲げて、青い色は青いままで輝き、赤い色は赤いままで輝き合う

花園の学園を目指すように」と言い遺された。以後この三つの言葉

は学園是、学園生活の指針として、自らをふりかえる鏡として大切

にしてきている。

◎合
がっ

掌
しょう

仁愛学園では、いま、この私を生かしている四恩のお蔭を思い、

１杯のご飯でも、１枚のハンカチーフでも、敬虔
けいけん

な気持でいただく

心を大切にしてきた。１日１日を１回きりの出会いとして大切にし

てきた。学園で出会った人々には、どなたにも有難うという気持で

挨拶を交してきた。その具体的姿が合掌である。本学園では入学式

も、卒業式も合掌で始まる。合掌は自分の都合に合わせて何かを祈

る姿ではなく、私が生かされて今ここにあることへの感謝の姿であ

る。その私を大切にしますという決意の姿である。

親鸞聖人はそのことを「念仏こそ真実
まこと
」と表明された。私が私で

よかったと実感できる素晴しさである。念仏は、無
む

量
りょう

寿
じゅ

（広大な

るいのちの背景）と、無
む

量
りょう

光
こう

（すべての生命がそれ自体として輝

き合うこと）に対する合掌を意味している。まことの人生はそこか

ら始まる。聖徳太子の敬田院も、本学園創立者が敬田院のご事業の

万分の一でも福井の地で後に続きたいと願ったのも、本当の意味で

合掌のできる人間の養成を目指したものと受けとめている。
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◎学
がっ

歌
か


